
大 飯 発 電 所 ３ 、 ４ 号 機 の 設 置 変 更 

に係る審査における主な論点 

１．加圧器逃がし弁の開操作の確実性 

２．イグナイタの信頼性向上 

３．溶融炉心落下後における原子炉格納容器の閉

じ込め機能への影響 

原子力規制委員会
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１．加圧器逃がし弁の開操作の確実性 

規制委員会は、原子炉容器破損前までに 1 次冷却材圧力を 2.0MPa 以下に低減させる

ためには、加圧器逃がし弁の開操作を確実に行うことが重要である旨を指摘した。申請者

は、加圧器逃がし弁の開操作失敗時の機能回復のために、全交流動力電源喪失に備えて窒

素ボンベ（代替制御用空気供給用）、常設直流電源系喪失に備えて可搬型バッテリ（加圧

器逃がし弁用）を新たに整備することを示した。さらに、加圧器逃がし弁の開操作をより

確実なものとするため、炉心出口温度が 350℃になった場合には格納容器内高レンジエリ

アモニタ（低レンジ）及び格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ）を常時監視する

運転員を配置することを示した。 

規制委員会は、申請者が加圧器逃がし弁の開操作のために必要な駆動源及び電源のバッ

クアップを準備するとともに、炉心損傷のタイミングを確実に把握するため、炉心出口温

度及び格納容器内放射線量率の変化傾向を踏まえた監視強化等を行う方針としているこ

とから、加圧器逃がし弁による開操作が遅れることなく実施できると判断した。 
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２．イグナイタの信頼性向上 

申請者は、MCCI に伴って発生する水素量の不確かさを考慮した場合、PAR のみでは

ドライ条件に換算した原子炉格納容器内水素濃度を 13vol%以下に水素量の低減ができな

いことから、PARに加えてイグナイタを追加するとしている。 

これに対して、規制委員会は、イグナイタによる水素処理について信頼性向上を求めた。

申請者は、イグナイタが 2系統の電源系統から給電できる構成とし、2系統の電源設備は

それぞれ異なる区画に設置することで互いに位置的分散を図り、独立した設計とすること

を示した。また、電気ペネトレーションは互いに位置的分散を図り、独立した設計とする

ことを示した。さらに、2系統からのケーブル接続を原子炉格納容器外とすることにより、

一層の信頼性の向上を図るとともに、万一の故障時のメンテナンス性に配慮する設計とす

ることを示した。 

 

規制委員会は、イグナイタの電源設備の信頼性を一層向上させた設計としたことで、イ

グナイタによる水素処理がより確実に実施されると判断した。 
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３．溶融炉心落下後における原子炉格納容器の閉じ込め機能への影響 

PCCV は、構造強度を確保する鉄筋コンクリート部と気密性を確保する鋼製ライナプ

レートから構成されている。PCCVの原子炉下部キャビティ室では、底面ライナプレート

はコンクリートで覆われているが、側面ライナプレートは露出している。 

このため、規制委員会は、溶融炉心が原子炉下部キャビティ室内に落下した際に側面ラ

イナプレートに接触する可能性があることから、原子炉格納容器の閉じ込め機能への影響

について詳細な説明を求めた。申請者は、原子炉下部キャビティ室に溶融炉心が落下し、

側面ライナプレートに接触して破損した場合でも、基礎コンクリート及び基礎コンクリー

トと鋼材との付着力を考慮すれば連続した隙間が生じることは考え難く、また、外部環境

まで到達するような長大な割れが生じることは考え難いこと、仮にリークパスを想定した

場合でも、原子炉格納容器からの漏えいは、格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度によ

る静的負荷（格納容器過圧破損）」における Cs-137放出量評価で設定した原子炉格納容

器漏えい率（0.16%/日）に対して十分小さいことを示した。 

 

規制委員会は、原子炉下部キャビティ室内に落下した溶融炉心が側面ライナプレートに

接触したとしても、原子炉格納容器外に通じる貫通リークパスが生じる可能性は小さく、

仮に貫通リークパスを想定したとしても、外部への漏えいは有効性評価で設定している漏

えい率に対して十分小さいことから、原子炉格納容器の閉じ込め機能は確保されると判断

した。 

 

なお、申請者は、さらなる安全性向上対策として、自主的に原子炉下部キャビティ室内

に防護壁を設置し、原子炉下部キャビティ側面ライナプレートと溶融炉心の接触を防止す

るとしている。 
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